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反焼動物はメタン(CH4)の主要な排出源である。反彿動物は飼料の消化の結果CH4を排出する。

Jレーメン微生物は構造性炭水化物を消化し、比と co,を生成する。これらはメタン生成菌によ

り利用され、 C比が生成される。

ルーメンからの C比排出を減少させる戦略の一つとして、 C比のかわりに比の捨て場となりう

る化合物を加え、比の利用を CH,から短鎖脂肪酸(SCFA)へと転換する方法がある。そのような

化合物の添加はメタン生成菌にとって比の枯渇をおこし、 C比生成を減少させる。フロログル

シノールはタンニンがJレーメン内で代謝を受け生成される天然物質であり、いくつかのルーメ

ン細菌が比を利用して酢酸へと還元することが報告されている。これはフロログルシノールが

比の捨て場の代替となることを示している。しかしながらフロログルシノールを利用したイン

ビトロにおけるルーメン発酵の操作の影響については知られていない。そこで、本研究では CH4

抑制の戦略におけるフロログルシノールの影響について調査することを目的とした。

第 1の実験では，ルーメンインビトロ培養系におけるメタン生成，発酵プロファイルおよび

ルーメン微生物の菌数に対するフロログルシノールの影饗について検討した。培養は，基質の

み添加した対照区と 5つの異なる濃度でフロログルシノールを添加した区を設けた。その結

果， lOmM添加区でメタン生成量が 15%低下した。総ガス生産量，乾物消化率(DMD),C比／総

SCFAおよびアンモニア態窒素 (NH,-N) はフロログルシノール添加により同時に減少したが，

総 SCFA濃度には影馨しなかった。酢酸濃度は増加し，一方でプロピオン酸濃度は減少した。

これは水素がメタン生成から酢酸生成へとシフトし，その結果メタンが減少したことを示すと

考えられた。フロログルシノールはメタン生成菌数には影響しなかったが， Ruminococusalb 
USの菌数は減少させた。

第 2の実験では，濃厚飼料に対する粗飼料の割合 (F:C比）の異なる条件下でフロログルシ

ノールがメタン生成， Jレーメン発酵プロファイルおよび微生物集団密度に及ぼす影響について

調査した。粗飼料の少ない低 F:C比区および粗飼料の多い高 F:C比区でそれぞれフロログルシ

ノールの添加割合を 0, 6, 10 mMとした。どちらの F:C比区においてもメタンは有意に減少し

た。しかしながら，メタン生成に対する F:C比およびF:C比区とフロログルシノールの交互作

用は観察されなかった。酢酸割合はどちらの F:C比区においてもフロログルシノール添加によ

って増加した。 DMD, NH3-Nおよびメタン生成菌数はフロログルシノールの添加によって減少し

た。フロログルシノールは両F:C比区において有意に総 SCFA濃度を変化させた。フロログルシ

ノールによるメタン生成の減少はメタン生成菌数および DMDの減少によるものと考えられた。

本論文で示された結果は、ルーメンインビトロ培養系でフロログルシノールがメタン生成を

抑制することを示し，水素の利用がメタン生成から SCFA生成へとシフトすることを示したもの

である。しかしながら、 C比の減少は消化率の減少と同時に起こった。
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